
 
 
 
 
 

第 16 号（2006 年 8 月） 

  

≪夏で～す！≫  

とうとう梅雨が明けましたね。今年は平年に比べ梅雨明けが１０日ほど遅

かったとか。あまりの暑さに毎日通勤だけで汗だくになっています。みなさ

んもお体にはくれぐれもお気をつけください。 

さて、７月１５日(土)に実施した研修会には、

３連休の初日にもかかわらず１６名もの方が参加

してくださいました。２名の方が初めての参加で

したが、楽しんでいただけましたでしょうか？ 

 午前１０時から、まず鹿角を使った釣り針づく

りを行いました。金属のやすりで角を削り始めて

まもなく、｢思ったより硬いねえ…｣という声がち

らほら。やすりのない時代には石で削っていたので、

さぞ大変だったことでしょう。ただし、鹿の角は水に濡れるとやわらかくなるので、昔の人もこ

の特性を活かして効率よく削っていたのでしょうね。 

午後からは、文化財課特製の織機で麻ひものコー

スターを作りました。平織りという一番単純な布を

織る作業ですが、麻ひもの引っ張り具合や目のつま

り具合によって幅や長さが変わるので、イメージど

おりの形に仕上げるのは案外難しかったのでは？ 

研修で実際に体験されてみて、感想や改良点、アイ

デアなどがあれば、どんどんご意見ください！

魚の口に入るよう、小さく細く、ひたすら削って

いきます。「なかなか削れません…。」（台信さん） 

「同じ強さで織り続けるのが結構難しい…。」 

（由本さん） 



≪文化財団の博物館仲間を紹介します！≫ 

私たち(財)広島市文化財団には、４つの博物館施設があります。 

８月５日(土)には、文化財課と郷土資料館、江波山気象館が共同で「被爆建物案内」を行いま

す。郷土資料館と江波山気象館は、いずれも昭和２０年の原爆の傷跡が残る被爆建物で、市の重

要有形文化財にも指定されています。一度訪れてみてください。 

                

郷土資料館 
 

赤レンガが印象的な建物は、明治４４年に建築され、旧陸軍の缶詰工場として使われ 

ていました。 

外壁は当時のものが                     ほとんどそのまま保 

存されており、                         銅板葺きの屋根                     

も特徴的です。                         

   昭和２０年の                          原爆投下によ 

  り、この建物も                          相当の衝撃を 

受けました。 

 ロビーの天井                         には、原爆の爆 

風によって折れ曲                       がった２本の鉄骨 

の梁が今も残されて                     います。 

 現在は、広島の牡蠣養殖                などの地場産業に関する 

展示や昔なつかしい遊びの体験など、楽しいもよおしが行われています。 

     
 

 

 

江波山気象館 
    

本館建物は、昭和９年に広島地方気象台として建築されました。玄関脇のステンドグ 

ラスや、ひさしを支える片方だけの柱などの特徴的なデザインが随所にみられ、日本の 

建築技術の発達を示す                 「近代化遺産」として専門 

家からも高く評価                      されています。 

 原爆投下時に                         も、多数の負傷 

者を出しなが                          ら、休むことな 

く気象観測が                           続けられまし 

た。 

 爆風の直撃を                          受けた建物北 

側の外壁、曲がっ                        た鉄の窓枠のほ 

か、２階内部の壁                       には爆風によって 

飛び散ったガラスの破片                 が壁に突き刺さったまま 

保存されています。 

 現在は、気象情報の発信や、強風や雲の体験もできる博物館として賑わっています。 



≪展示作業にもご協力ください≫ 

文化財課では、公民館などから依頼を受けて、地域に関わ

りの深い遺跡の紹介や遺物の展示を行う巡回展示を行って

います。６月１６日(金)から７月３０日(日)の期間、中央公

民館（中区）のロビーで広島城に関係する遺跡から出土した

瓦や土人形、碁石など当時の生活を思わせる出土品とパネル

を展示しました。中国新聞にも掲載されましたよ。 

また先週から、中区八丁堀にある太田川河川事務所１階で、 

事務所建物の新築工事に伴う発掘調査で出土した金箔瓦な

どの出土品を展示中です。 

今後は、こうした展示品の選出やパネルの作成などの“展

示づくり”にも積極的に参加していただきたいと思います。

やってみたい！と思われる方は声をかけてくださいね。 

 

≪８月と９月のもよおし≫ 

８月１９日(土)と９月３０日(土)にトンガ坊城遺跡（安佐

北区可部町上町屋）で、発掘作業の体験会を行います。８月

はこども、９月は大人が対象です。大人分は広島市の広報誌

『市民と市政』の９月１日号に募集記事を出しますので、ド

シドシご応募ください。（ただし、

抽選になるかも…） 

 また、同じ９月３０日(土)には、

安佐北区白木にある鎌倉寺山の登山と遺跡を巡るフィールドワークが

あります。募集対象は白木地域の方々に限っていますが、スタッフと

して２名程度ご協力いただければと思います。ぜひ行きたい！という

方はご連絡ください！ 

昨年の発掘調査体験のようす 

（会場：広島城跡法務総合庁舎地点） 

昨年のフィールドワークのようす（東区・木の宗山） 

職員はへとへとでしたが、参加者のみなさんはお元気でした。 

山野さんに片付けを手伝っていただきました。

太田川河川事務所１階「Gogi ルーム」にて 

展示中！見学は無料です。 



 

≪８月の研修会はお休みします≫ 

８月第３土曜日の研修会は、文化財課の主催事業である「発掘調査体験隊」

（こども向け）と日程が重なるため、お休みさせていただきます。 

 

≪９月の研修会について≫ 

おまたせしました！先月号で紹介した２つの発掘調査現場の見学会を９月に行います。 

通常は第３土曜日（９月１６日）に行う予定の研修会を、平日の２日間に日を変えて実施した

いと思います。いずれの現場も年内に調査が終了する予定ですので、この機会にぜひご覧いただ

きたいと思います。平日になりますが都合のつく方は奮ってご参加ください！ 

・９月１３日(水) 午後１時～３時 

 会場：広島城跡法務総合庁舎地点＆幟町整理作業室(幟町小学校内)  

 集合：午後１時に県立美術館前 

・９月１４日(木) 午後２時～４時 

会場：トンガ坊城遺跡 

集合：午後１時に文化財課 

 

※ 天候によっては、延期する場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加を希望される方は、必ず事前に電話またはメールでご連絡ください。 

 

 

文化財課の連絡先 稲坂・荒川・田原 まで 

〒７３２－００５２ 広島市東区光町二丁目１５－３６ 

      TEL ０８２－５６８－６５１１  FAX ０８２－５６８－６５１３ 

稲坂 ina@mogurin.or.jp    荒川  ara@mogurin.or.jp  田原 tahara@mogurin.or.jp 

文化財課ホームページ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｏｇｕｒｉｎ．ｏｒ．ｊｐ 

 

トンガ坊城遺跡（航空写真） 法務総合庁舎地点 



         


